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かがみの議会だより・第11号 2

12月会議で決まりました12月会議で決まりました
12月３日～12月24日に定例議会が招集され32件の議案が議決されました。
31議案は全会一致で可決となり、陳情１件は反対多数で不採択となりました。
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消防団条例の一部改正
○退職年齢を55歳から65歳に延長
○定数を900人から800人に縮小
○分団長以下の年報酬5000円引上げ
　など。   

○鏡野町過疎地域持続的発展市町村計画
（令和３年度～令和７年度）
○過疎地域の持続的発展の支援に関する
　特別措置法が施行されたことに伴い策定

過疎計画を策定

令和3年１２月会議（定例会）賛否の公表
条例の全部改正・一部改正・廃止

原案
可決

議第57号
　鏡野町行政組織条例の全部改正について
議第58号
　過疎地域自立促進特別措置法第２条に規定す
　る過疎地域の公示に伴う固定資産税の特例に
　関する条例の一部改正について
議第59号
　鏡野町消防団条例の一部改正について
議第60号
　鏡野町総合文化施設条例の一部改正について
議第61号
　鏡野町集落排水処理施設条例の一部改正につ
　いて
議第62号
　鏡野町立幼稚園保育料徴収条例の廃止につい
　て

　● 総合福祉課……①社会福祉に関すること　②障害者福祉に関すること　③高齢者福祉及び介護保険に関すること
　　　　　　　　　 ④人権擁護及び啓発に関すること
　● 健康促進課……①健康増進に関すること　②保健衛生に関すること　③医療保険に関すること　④診療所に関すること
　● 子育て支援課…①子育て支援に関すること　②児童福祉に関すること　③保育園、こども園及び幼児教育に関すること

鏡野町行政組織条例の全部改正（令和４年４月１日施行）　保健福祉課が３つの課になります

一般会計・特別会計補正予算

原案
可決

議第82号
　令和３年度鏡野町一般会計補正予算（第５号）
　歳入歳出予算に３億200万円を追加し、
　総額127億6400万円とする。
議第83号
　令和３年度鏡野町国民健康保険特別会計補正予算
　（第３号）
　事業勘定の歳入歳出予算に79万２千円を追加し、
　総額15億8447万５千円とする。
議第85号
　令和３年度鏡野町一般会計補正予算（第６号）
　歳入歳出予算に２億180万円を追加し総額129億
　6580万円とする。

財産の取得

原案
可決

議第84号
　財産の取得について　
　文化スポーツセンタートレーニング器具備品購入

請願

採択 請願第４号
 「自立支援医療（精神通院）に入院を加える改善、
　及び、岡山県の心身障害者医療費公費負担制度の
　対象者に精神障がい者を加えることを求める」意
　見書の提出を求める請願書

陳情

不採択 陳情第６号
　スケートボード練習場（アクションスポーツ場）の
　設置を求める陳情書

意見書の提出

原案
可決

発議第13号
 「自立支援医療（精神通院）に入院を加える改善、
　及び、岡山県の心身障害者医療費公費負担制度の
　対象者に精神障がい者を加えることを求める」意
　見書の提出について

規約の変更

原案
可決

議第63号
　岡山県市町村総合事務組合の共同処理する事
　務の変更及び岡山県市町村総合事務組合規約
　の変更について

計画の策定

原案
可決

議第64号
　鏡野町過疎地域持続的発展市町村計画の策定
　について

公の施設に係る指定管理者の指定

原案
可決

議第65号～81号
　公の施設に係る指定管理者の指定について

スケートボード練習場（アクションスポーツ場）
の設置を求める陳情書

陳情
第６号

令和３年
12月24日 不採択

議　決
年月日

議決年月日・採決結果・議員名

議　　　案　　　名

■賛否の状況

採決
結果

原
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【表示説明】○ ：賛成、×：反対、欠：欠席、－：採決なし　   ※原議長は採決に加わりません
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公の施設に係る指定管理の指定について
指定管理者制度
　多様化する住民ニーズに、より効果的・効率的に対応するため、公の施設（住民の福祉を増進する目的をもってその
利用に供するための施設）の管理に民間の能力を活用しつつ、住民サービスの向上や経費の節減などを図るものです。
現在、鏡野町内85施設について指定管理制度を利用しています。

鏡野町福祉センター
鏡野町上齋原総合福祉センター

鏡野町富総合福祉センター
鏡野町立養護老人ホーム「かがみの園」　　
〇社会福祉法人　鏡野町社会福祉協議会

（上齋原診療所・上齋原歯科診療所・コミュニティセンターを除く）

（富診療所・富歯科診療所を除く）

鏡野町農産物集出荷貯蔵施設
鏡野町農業センター
鏡野町農業センター　　　
〇晴れの国岡山農業協同組合

（水稲共同育苗施設）

（共同乾燥調製施設）

鏡野町物産館（夢広場）　　
〇一般財団法人　鏡野町振興公社

スノーモビルランドinナチュラル泉源　　　
〇スノーモビルランド in
　ナチュラル泉源運営協議会

月出原苑地交流施設
月出原観光農園　　　
〇月出原観光農園管理組合

奥津温泉星の里キャンプビレッジ　　　
〇奥津温泉振興企業組合

鏡野町泉源園地　　　
〇泉源部落会

上齋原農林産物生産加工センター　　　
〇上齋原農林産物生産加工組合

奥津温泉　花美人の里　　　
〇株式会社　花美人の里

奥津農林水産物処理加工施設　　　
〇岡山県農産食品加工株式会社
　（指定管理期間R4.4.1～ R14.3.31）

鏡野町奥津歴史資料館　　　
〇特定非営利活動法人てっちりこ

男女山公園
〇一般社団法人　かがみらの

鏡野町子育て支援センター
〇特定非営利活動法人　元気ッズ

指定管理期間R4.4.1～ R9.3.31（一部除く）

耕心館
鏡野町ファームビレッジ施設
〇農事組合法人　長藤農場　

クアガーデンこのか
恩原高原オートキャンプ場
恩原高原青少年旅行村
〇一般財団法人　上齋原振興公社

鏡野町上齋原文化センター
上齋原観光スポーツ施設
上齋原屋内ゲートボール場
〇一般財団法人　上齋原振興公社

鏡野町農林水産物直売施設
　　　　「ふるさと物産館」（道の駅）

鏡野町農業センター　　
〇株式会社　未来奥津

（農機具格納庫・共同農作業用機械施設・管理棟施設）
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　新型コロナウイルスの感染拡大の影響等により、
令和３年産の米価下落に伴い、地域農業や農村集落
の維持にも深刻な影響をもたらすことが懸念される
ことから、農業者の経営危機を打開するため、町に
対し下記の事項について議会より要望をしました。

11月会議で決まりました11月会議で決まりました
11月２日に行われ、３議案が全会一致で議決されました。
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令和3年１1月会議（随時会）賛否の公表
報告

原案
可決

報告第５号
　専決処分の報告について（損害賠償の額の決定）

選挙

原案
可決

選挙第８号
　津山圏域消防組合議会の議員の補欠選挙について

発議

原案
可決

発議第12号
　米価下落に伴う農業者支援を求める決議について

令 和 ３ 年 度 12 月
補 正 予 算 主なもの

〇財政経常管理費 ……………………………………………【４０８万７千円増額】
　かがみのふるさと応援寄附金（ふるさと納税）の申込件数が、見込より多かったため増額
〇営業臨時管理費 ……………………………………………【２５６万３千円増額】
   「プラント５」バス停に待合所の整備を行う
〇国民健康保険病院建設計画策定事業 ……………………【４７万７千円増額】 
　新病院建設事業の基本構想策定に係る在り方検討委員会設置経費及び調査研究費 
〇新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費 ……【１３８０万２千円増額】  
〇新型コロナウイルスワクチン接種事業費 ………………【４７５２万６千円増額】  
〇津山圏域資源循環施設組合負担金 ………………………【５１２万７千円増額】 
　津山圏域クリーンセンターのごみピット使用率が170％を超え、通常運営に支障をきたし、
　緊急の場外搬出に係る事業費について、組合負担金が増加したことに伴う
〇米の生産継続支援金 ………………………………………【１億２７００万円増額】 
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、米の需要が減少し、米価下落の影響を
　受けた農業者の所得支援と米の生産継続を図るための支援事業を行う
〇ぬくもりの木で家づくり推進事業補助金 ………………【３９０万円増額】
　申請見込み件数増加による増額補正 
〇住宅リフォーム事業補助金 ………………………………【４００万円増額】 
　申請見込み件数増加による増額補正
〇起業者支援事業 ……………………………………………【４００万円増額】
　申請見込み件数増加による増額補正 
〇国民宿舎いつき臨時管理費 ………………………………【１５００万円増額】
　新型コロナウイルス感染症による「国民宿舎いつき」の運営に係る一時支援金 
〇除排雪事業費 ………………………………………………【６３００万円増額】 
　近年（H28年～R２年の５年平均）の委託料を考慮し、出来高払い及び完成払いに対応する
〇子育て世帯等臨時特別支援事業費 ………………………【２億１８０万円増額】　
　18歳以下の子どもたちに「１人あたり10万円」の臨時特別給付金を支給する

米価下落に伴う農業者支援を求める決議について

「農業者が、令和４年以降も持続的・安定
　的に農業を営むことができるよう、令和
　３年産の米価の下落に対する救済支援策
　を早急に実施すること。」

12 月 会 議
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　智頭町では平成22年から空き家対策と
して、町が空き家バンクを設立し、平成
25年から居住10年間無償で借上げ、修繕
し賃貸物件として活用しリースとして貸
し出しをする取り組みをされ、10年以降
は借主と貸主で相談をして決める。

空き家バンクと定住

総務常任委員会　視察・研修総務常任委員会　視察・研修
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　「智頭町定住・促進事業」の取り組みと
して、移住者に配慮し平成27年度から「40
歳未満で智頭町に移住」を条件に一戸建て
住宅を（建築費1,600万円）月額3.5万円で
賃貸し、希望者には20年賃貸後に譲渡も可
能。現在５棟あり、今後新たに５棟建築予
定。また、森の幼稚園に入園希望が多く、
子育て支援では、保育料無償化や、小・中
学生の給食費無償化、学生の通学バス無償
化など取り組んでいる。

住み続けて自分の家に

　自宅から通えない町内の高校生や、大学に進
学した際の生活費支援として「おせっかいロー
ン」を使い、金利は町が負担し10年をめどに智
頭町に戻ると元本を町が負担する。
　ふるさと納税などを基金として充て、智頭町
全体で未来を担う若者を育てようと取り組んで
いる。

おせっかい奨学金

４

　令和３年人口約6,500人の智頭町では、少しでも移住・定住者を増やすための取り組みについて
頑張っていることがうかがえ、鏡野町でも参考として是非取り組んでいきたい。　     （難波　達男）

◆この視察研修を通じて◆この視察研修を通じて

　総務常任委員会では、鳥取県智頭町へ空き家対策・移住・定住について行政視察を行いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和３年11月25日）
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▲あわくら会館

▲あわくら図書館

　百森留学とは、感受性豊かな子どもが１年間、魅力ある
西粟倉村で暮らす山村留学のこと。対象は小学４年生から
中学３年生。令和４年４月から開始予定。
　学校に行きづらい子どもも自然豊かな西粟倉ならのびの
びいられ、親元を離れてもしっかり成長できる。空き家を
活用した拠点で共同生活を行い、子どもが自炊・米づく
り・薪づくりや地域活動を体験する意欲的な教育事業である。
地域力を活かした教育のブランド化を目指す取り組み。

　文教厚生常任委員会の視察研修では、地元産材を使用した木の温かみを感じる西粟倉村役場庁舎を訪ね、
先進的な教育や生涯学習の取り組みについて学びました。（令和３年11月15日）

百森留学＝教育のブランド化
ひゃくもり

文教厚生常任委員会　視察・研修文教厚生常任委員会　視察・研修
生きるを楽しむ 西粟倉村へ生きるを楽しむ 西粟倉村へ

　西粟倉村は合併しないことを選んだ。村を存続させるために「百年の森構想」を立て、村が一丸と
なり挑戦している姿に共感できた。ベンチャー企業を育て、移住者を増やし、仕事をつくり、森を活
用しながら新しい取り組みを行う開拓者のような村。地方創生の先進地と呼ばれるには理由があった。
鏡野町を持続可能なまちにするためのヒントを見出し取り入れていきたい。　　 　　（飯綱　洋平）

◆この視察研修を通じて◆この視察研修を通じて

　生涯学習施設・図書館・役場庁舎が一体となった「あわくら会館」
が本年度完成した。村民のアイデアが活かされた「生きるを楽しむ」
ための拠点。「あつまる→つながる→やってみる」がキャッチコピー。
やってみたいアイデアを発信して仲間を募りイベントを楽しむ（やっ
てみん掲示板）など、村民が輝くための工夫が随所に光る。小部屋の
使用は自由。中高生が大人の目線を感じずにいられる隠れ家のような
居場所も設置。放課後には様々な活動を目的に生徒たちが広いホール
に集まる。冷蔵庫やキッチンも完備されており料理もでき、セルフカ
フェコーナーもあるなど風通しのよい空間が広がる。

いつでも居場所が見つかる、
住民に開かれた会館

　１階は児童書が充実した子ども図書館、２階は大人用
図書館。吹き抜けでつながっているため子どもたちの声
が聞こえ、親子でも安心して過ごせる。また、静かに読
みたい人のスペースも確保されている。木のぬくもりが
感じられる居心地のよい図書館である。

声を出してよい「つながる図書館」
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▲津山市の民間施設

▲奈義町営施設

12

月

会

議

11

月

会

議

常
任
委
員
会　

視
察
・
研
修

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

◆鏡野町にスケートボード練習場（アクションス
ポーツ場）の整備を求める陳情があり、文教厚
生常任委員会で審査する上で、スケートボード
などアクションスポーツについて、その施設や
設備について知る必要があるため、津山市内の
民間施設（屋内施設）と奈義町が運営している
スケートボード場（屋外施設）へ実地調査に
行った。　　　　　　　   （令和３年12月７日）

◆津山市の民間施設を運営する方から話を伺った
ところ、施設整備をする際は、有識者の意見を
取り入れて設備を充実させることが重要である
とともに、きちんとした指導ができる体制づく
りも大切とのこと。

◆奈義町の町営施設では、セクションと呼ばれる
競技で使われる構造物が６基ある600㎡のスケー
トボード場を平成18年に約1,750万円掛け整備し、
平成30年に約2,230万円掛けて大規模改修を行っ
た。利用者数は令和元年度が1,398人、令和２年
度が1,413人あり、割合としては町民の利用が３
割、町外・県外からが７割程。怪我については、
骨折は何件かあるが大事故はない。基本的には
自己責任で対応しており、町のスポーツ保険へ
の加入を勧めている。ヘルメットとプロテク
ターは無料での貸し出し、設置業者の点検が年
２回、日常的には職員が目視で点検している。 

◆実地調査を通じて、子どもや若者の自立心や挑戦心を育むアクションスポーツの素晴らしさを実感した。
　その一方で、鏡野町内に愛好家がどのくらいおられるのか、整備後の利用者の需要がどれほど見込める
のか等についての検証がいまだ不十分である。多額の整備費用と維持費が掛かるため、町営施設整備に
は十分な調査研究と慎重な議論が求められると共に、住民からの多くの要望や署名が集まることで整
備・検討の機運が高まると感じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飯綱　洋平）

スケートボード練習場を実地調査スケートボード練習場を実地調査



12

月

会

議一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
政

全
般
に
わ
た
っ
て
執
行
機
関
に
対
し

疑
問
点
を
質
し
、
所
信
の
表
明
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

〜
一
般
質
問 

〜

藤田　照子9

花房　　尚10

ページ 議  員  名 質  問  内  容

１．町民が入所している高齢者施設との連携について

○　中学生以下に現金５万円給付
○　５万円分クーポン給付
○　寄附講座の継続について
１．保育・教育施設の遊具の安全点検
２．デジタル端末の配布について

牧田　俊一12 １．再生可能エネルギーの活用と課題点について
２．鏡野町有施設電力供給制度について
○　今後の脱炭素対策と再生可能エネルギーの導入について

鈴木　大介14 １．空き家対策について
２．公共交通機関について
○　地域おこし協力隊について
○　「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」について

片田八重美13 １．高齢者の冬の居場所づくりについて
２．冬季生活の支援について

岡田　高幸15 ○　指定管理者制度について
１．高清水トレイルの有効な活用、また、今後の課題について
２．総合文化施設ペスタロッチ館の管理について

飯綱　洋平11 １．移住定住の促進について

11

月

会

議

常
任
委
員
会　

視
察
・
研
修

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

かがみの議会だより・第11号 8議会だよりには、２問のみ掲載しています。○印のものは掲載していません。議会だよりには、２問のみ掲載しています。○印のものは掲載していません。



11

月

会

議

常
任
委
員
会　

視
察
・
研
修

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

かがみの議会だより・第11号9

答答

答答
　
　
　
町
内
に
あ
る
施
設

　
　
と
町
外
の
施
設
、
そ

れ
ぞ
れ
入
所
人
数
は
何
人

か
。
　
　
町　
長

　
　
　
町
内
の
方
が
、
町

内
の
施
設
に
１
６
４
人
、

町
外
の
施
設
に
42
人
入
所

し
て
い
る
。

　
　
　
町
の
後
期
基
本
計

　
　
画
に
、
行
政
の
役
割

と
し
て
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
サ

ー
ビ
ス
内
容
の
周
知
に
努

問問問問

問問問問

答答

答答 答答

答答

問問

問問

め
ま
す
。」と
あ
る
。具
体

的
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
地
域
課
題
を
適

切
に
集
約
し
、
第
三
者
を

含
め
た
医
師
、
看
護
師
、

介
護
支
援
専
門
員
等
で
解

決
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
や
具
体
的
な
地
域
課

題
の
共
有
に
よ
り
、
地
域

づ
く
り
、
資
源
開
発
、
政

策
形
成
等
に
つ
な
げ
、
さ

ら
に
そ
れ
ら
の
取
り
組
み

が
個
人
の
支
援
を
充
実
さ

せ
て
い
く
一
連
の
仕
組
み

を
構
築
す
る
。

 
例
え
ば
、
高
齢
者
の
入

院
か
ら
退
院
ま
で
、
そ
し

て
退
院
後
の
在
宅
生
活
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
個
々

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
続
け
る
こ

と
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
相
談
が
あ
っ
た
場

　
　
合
、
町
と
し
て
の
対

応
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
鏡
野
町
高
齢
者
虐

待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定

め
て
い
る
。
行
政
、
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
で
ケ

ー
ス
会
議
を
開
催
し
、
高

齢
者
や
関
係
者
へ
の
訪
問

調
査
や
聞
き
取
り
調
査
等

の
事
実
確
認
を
行
う
。

　
そ
の
結
果
に
基
づ
く
コ

ア
会
議
で
、
虐
待
の
有
無
、

緊
急
性
の
判
断
を
行
う
。

　
そ
の
後
も
ケ
ー
ス
会
議

を
継
続
的
に
開
催
し
、
対

応
方
法
や
役
割
分
担
を
決

定
し
、施
設
へ
の
指
導
を
行

い
な
が
ら
支
援
を
続
け
る
。

　
虐
待
が
終
息
し
た
と
判

断
で
き
れ
ば
、終
結
と
な
る
。

　
　
　
町
外
の
施
設
の
虐

　
　
待
の
相
談
が
あ
っ
た

場
合
、町
と
し
て
の
対
応
は
。

　
　
町　
長

　
　
　

虐
待
の
対
応
は
、

事
業
所
が
所
在
す
る
市
町

村
が
行
い
、
事
業
所
へ
の

指
導
に
つ
い
て
は
、
指
定

を
行
っ
た
県
・
市
町
村
が

行
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
相
談
や
通

告
内
容
を
伝
え
る
。

　
　
　
話
を
聞
い
て
県
に

　
　
伝
え
る
だ
け
で
終
わ

っ
て
い
い
の
か
。
告
発
さ

れ
る
方
は
、
告
発
し
た
ら

虐
待
が
ひ
ど
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
不
安
で
、
声

に
出
し
に
く
い
。
管
轄
外

で
も
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
鏡
野
町
に
し
か
入

っ
て
な
い
情
報
で
あ
れ
ば
、

情
報
提
供
す
る
が
、
虐
待

案
件
な
の
で
提
供
で
き
る

範
囲
内
で
伝
え
る
こ
と
に

な
る
。

　
町
単
独
で
調
査
に
入
る

の
は
難
し
い
が
、
何
も
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
　
各
自
治
体
と
も
高
齢
者

虐
待
に
は
一
生
懸
命
対
応

し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
安
心
で
き
る
介
護

　
　
施
設
に
な
る
よ
う
に

町
長
の
考
え
を
。

　
　
町　
長

　
　
　
鏡
野
町
で
虐
待
な

ど
が
１
件
も
な
い
よ
う
に
、

職
員
、
事
業
所
と
も
に
業

務
に
当
た
っ
て
も
ら
い
た

い
。
　
人
権
を
尊
び
、
支
え
合

う
こ
と
を
全
面
に
出
し
た

福
祉
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　
虐
待
な
ど
の
情
報
が
あ

れ
ば
寄
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

町
内
の
施
設
に
入
所
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
は
直
近
３
年
間

は
無
い

介
護
施
設
で
の
虐
待
相
談
は
あ
る
か

質問質問

〇議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れは禁止されています。

一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

答弁答弁

藤田 照子［ふじた てるこ］ 議員

町内９施設、収容可能人数は223人。
待機者数は174人

町内にある高齢者の介護施設と
収容人数、待機者数は

質問質問

答弁答弁
○町内の入所施設
1
2
3
4
5
6
7
8
9

公保田
杉
瀬戸
公保田
小座
富東谷
古川
奥津
公保田

特別養護老人ホームいずみ山荘
特別養護老人ホーム奥津広済園
アーバグループホーム
グループホームいずみ山荘
グループホームさくらそう
グループホームバオバブの木
グループホーム福福
グループホーム美湯の里
地域密着型特別養護老人ホーム新宅



一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

かがみの議会だより・第11号 10

　１人１台の端末と高速通信環
境の整備をベースとして、子ど
もたちのために「個別最適化さ
れ、創造性を育む教育」を実現
させる施策。（文部科学省）

【GIGAスクール構想とは】

11

月

会

議

常
任
委
員
会　

視
察
・
研
修

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇議員は選挙区内にある者に対して、病気見舞い金を出すことは禁止されています。

花房 　尚［はなふさ ひさし］ 議員

今年度の点検は９月に実施、ほとんどの
遊具が問題はなかった

保育・教育施設での遊具の安全点検は、
町内では行われているのか

質問質問

答弁答弁

答答
　
　
　
岡
山
市
の
保
育
施

　
　
設
で
の
遊
具
事
故
を

受
け
、
町
内
の
遊
具
の
安

全
点
検
は
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
町
内
の
園
と
学
校

で
は
、
毎
年
ブ
ラ
ン
コ
や

滑
り
台
な
ど
の
遊
具
や
サ

ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
な
ど
の
体

育
器
具
の
点
検
を
専
門
業

者
に
委
託
し
行
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
の
点
検
は
、
事

故
発
生
前
の
９
月
に
実
施

し
、
ほ
と
ん
ど
の
遊
具
が

使
用
に
問
題
は
な
い
と
い

う
報
告
を
受
け
た
。
「
使

用
不
可
」
の
判
定
を
受
け

た
遊
具
に
つ
い
て
は
使
用

禁
止
に
し
、
速
や
か
に
修

繕
を
行
う
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。

問問

答答 問問

答答 問問

答答 問問
　
　
　
新
設
の
多
目
的
公

　
　
園
の
総
合
遊
具
の
安

全
性
と
事
故
対
策
は
確
保

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
令
和
５
年
度
に
完

成
予
定
の
大
型
総
合
遊
具

は
、
「
日
本
公
園
施
設
業

協
会
の
安
全
基
準
」
に
基

づ
き
、
設
計
・
施
工
を
行

う
。
ま
た
、
国
土
交
通
省

の
「
都
市
計
画
に
お
け
る

遊
具
の
安
全
確
保
に
関
す

る
指
針
」
に
基
づ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
遊
具
の
強
度
構

造
計
算
を
実
施
し
、
地

震
・
風
力
・
積
雪
・
遊
動

加
重
の
強
度
を
チ
ェ
ッ
ク

し
た
後
、
組
み
立
て
を
行

う
。
デ
ッ
キ
に
滑
り
止
め

効
果
の
あ
る
特
殊
な
合
成

樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

う
ほ
か
、
安
全
性
向
上
と

事
故
対
策
を
図
っ
て
い
く
。 　

　
　
国
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

　
　
ス
ク
ー
ル
構
想
」
で

小
中
学
生
一
人
一
台
の
デ

ジ
タ
ル
端
末
の
配
布
が
進

み
、
学
校
や
家
庭
で
パ
ソ

コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
破
損
、
不
具
合
が
起
こ

っ
た
と
き
、
賠
償
責
任
は

誰
に
あ
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
鏡
野
町
で
も
、
一

人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

整
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
で
も
授
業
や
様
々
な
場

面
で
の
活
用
が
進
ん
で
き

て
い
る
。
ま
た
、
家
庭
学

習
に
向
け
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
持
ち
帰
り
に
つ
い

て
も
、
準
備
を
進
め
て
い

る
。
心
配
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
活
用
の
頻
度
が
上

が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
、
破

損
や
不
具
合
も
多
数
発
生

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
「
賠
償
責
任
が
誰
に
あ

る
か
」
で
す
が
、
民
法
第

７
０
９
条
で
は
、
故
意
ま

た
は
過
失
に
よ
り
損
害
を

与
え
た
者
に
賠
償
責
任
が

あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
修
理
費
用
は
ど
こ

　
　
が
負
担
す
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
児
童
生
徒
が
使
用

す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が

破
損
し
た
場
合
の
修
理
費

用
は
、
一
律
に
保
護
者
に

損
害
賠
償
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
事
例
ご
と
に
原

因
を
確
認
し
、
不
可
抗
力

に
よ
る
も
の
、
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
と
判
断

で
き
る
場
合
は
、
修
理
や

交
換
に
係
る
費
用
を
町
が

負
担
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

民
法
で
は
、
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
損
害
を

与
え
た
者
に
賠
償
責
任
が
あ
る
と
定
め
て
い
る

デ
ジ
タ
ル
端
末
を
破
損
し
た
り
、
不
具
合
が

起
こ
っ
た
と
き
、
賠
償
責
任
は
誰
に
あ
る
の
か

質問質問

答弁答弁



一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

かがみの議会だより・第11号11

11

月

会

議

常
任
委
員
会　

視
察
・
研
修

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇議員は選挙区内にある者に対して、お中元やお歳暮を出すことは禁止されています。

飯綱 洋平［いいづな ようへい］ 議員

質問質問

町が空き家を借り上げ改修をし、利用者を
募集する「お試し住宅」整備を進める予定

移住・定住促進の対策は
どのような施策を推進するのか

答弁答弁

答答答答 答答 問問問問 問問

答答 問問

答答答答 問問問問

答答 問問

答答答答
　
　
　
町
長
の
移
住
・
定

　
　
住
促
進
へ
の
意
気
込

み
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
社
会
状
況
が
変
化

す
る
中
、
多
様
化
・
高
度

化
す
る
移
住
希
望
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
人

口
減
少
を
緩
や
か
な
も
の

に
し
て
い
き
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
的
に
発
展
し
て

い
け
る
鏡
野
町
を
次
世
代

に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、

町
民
が
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指

し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し

た
い
。
移
住
・
定
住
促
進

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

町
の
重
点
施
策
を
継
続
し

つ
つ
、
取
り
組
み
強
化
を

図
っ
て
い
る
。

　
　
　
移
住
・
定
住
促
進

　
　
事
業
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
移
住
・
定
住
対
策

に
つ
い
て
は
平
成
27
年
10

月
に
総
合
定
住
相
談
窓
口

を
開
設
し
た
。
移
住
・
定

住
ツ
ア
ー
、
婚
活
イ
ベ
ン

ト
等
を
実
施
す
る
と
と
も

問問問問

に
空
き
家
改
修
補
助
金
、

片
づ
け
補
助
金
、
鏡
野
町

新
卒
者
ふ
る
さ
と
就
職
奨

励
金
制
度
等
も
立
ち
上
げ

て
き
た
。

　
　
　
将
来
的
に
は
ど
の

　
　
よ
う
な
施
策
を
推
進

す
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
生
産
年
齢
人
口
と

年
少
人
口
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
、
特

に
子
育
て
世
代
に
重
点
を

置
い
た
支
援
策
や
定
住
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
推
進
す
る
。

　
定
住
で
き
る
環
境
づ
く

り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
と
連
携
を
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
る
空
き
家
情

報
登
録
制
度
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
本
町
に
住
ま
い

を
探
す
方
が
よ
り
情
報
を

得
や
す
く
す
る
た
め
の
工

夫
を
考
え
て
い
く
。

　
ま
た
、
近
年
特
に
要
望

の
多
い
空
き
家
の
賃
貸
に
、

町
が
主
体
的
に
関
わ
る
。

来
年
度
当
初
か
ら
町
が
空

き
家
を
借
り
上
げ
た
後
に

改
修
を
し
、
利
用
者
を
募

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
の
移

住
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し

て
お
り
、
利
用
者
か
ら
大

変
好
評
を
得
て
い
る
。
今

後
も
制
度
の
拡
充
を
進
め

て
い
く
。

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力

　
　
隊
は
継
続
さ
れ
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
事
業
は
継
続
し
て
い
き

た
い
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
、
移
住
・
定
住
の
促

進
及
び
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
一
日
も

早
い
地
域
の
主
力
と
な
る

よ
う
行
政
と
と
も
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
の
魅
力
を
発
信

　
　
す
る
た
め
に
は
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
ラ
イ
タ
ー
、
写

真
家
、
編
集
者
と
い
っ
た

人
材
が
必
須
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
情
報
コ
ン
テ

ン
ツ
を
扱
え
る
人
材
の
起

用
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
町　
長

　
　
　
来
年
度
の
協
力
隊

の
活
動
の
一
つ
に
、
鏡
野

町
の
魅
力
発
信
を
考
え
て

い
る
。
よ
り
魅
力
的
な
発

信
ツ
ー
ル
と
す
る
た
め
に

デ
ザ
イ
ン
や
編
集
に
つ
い

て
の
専
門
家
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
今
後
の
採
用

に
つ
い
て
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

編
集
者
等
の
人
材
の
採
用

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
隊
員
の
目
指
し
た

　
　
い
仕
事
を
後
押
し
で

き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

が
急
務
で
は
な
い
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
現
在
活
動
し
て
い

る
協
力
隊
３
名
で
、
今
後

の
チ
ー
ム
づ
く
り
を
進
め
、

新
し
く
入
る
協
力
隊
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。
今

後
の
活
動
が
充
実
し
た
も

の
に
な
る
よ
う
心
が
け
て

い
き
た
い
。

集
す
る
「
お
試
し
住
宅
」

整
備
を
進
め
る
予
定
で
、

現
在
、
空
き

家
調
査
及
び

制
度
内
容
に

つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

　
　
「
お
試
し
住
宅
」
と

　
　
は
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
中
間
管
理
住
宅
制

度
と
も
呼
ば
れ
る
「
お
試

し
住
宅
」
は
、
５
年
か
ら

10
年
の
期
間
、
貸
主
か
ら

町
が
住
宅
を
借
り
受
け
て

改
装
等
を
行
い
、
改
装
費

用
は
借
主
か
ら
賃
料
と
し

て
い
た
だ
く
等
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　
空
き
家
の
数
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
全
体
で
８
５
７
件
、

そ
の
う
ち
利
用
可
能
な
空

き
家
は
３
３
８
件
あ
る
。

　
　
　
移
住
希
望
者
に
ア

　
　
ピ
ー
ル
で
き
る
話
題

性
あ
る
取
り
組
み
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
移
住
・
定
住
ツ
ア

ー
を
進
化
さ
せ
、
移
住
希

望
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
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般
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問
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般
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問
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方
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かがみの議会だより・第11号 12〇議員は選挙区内のお祭りへの寄付や差し入れは禁止されています。

11

月

会

議

常
任
委
員
会　

視
察
・
研
修

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

県条例以外に、町独自条例の制定の
必要性については検討していく

再生可能エネルギー開発に伴う自然・生活
環境等を守る条例が必要と考えるが

質問質問

答弁答弁

答答答答
　
　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル

　
　
ギ
ー
の
活
用
の
た
め
、

大
型
の
設
備
開
発
に
伴
う

環
境
・
生
態
系
・
自
然
の

景
観
・
住
民
の
生
活
環
境

保
護
の
た
め
の
町
独
自
の

条
例
が
早
急
に
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
独
自
条
例
制
定
の

必
要
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
岡
山
県
が
令
和
元

　
　
年
10
月
１
日
に
制
定

し
た
「
岡
山
県
太
陽
光
発

電
設
置
の
安
全
な
導
入
を

促
進
す
る
条
例
」（
＊
下
記

以
降
は
県
条
例
と
す
る
）

は
町
と
し
て
ど
こ
の
課
が

管
轄
し
て
い
る
の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
開
発
行
為
は
ま
ち

づ
く
り
課
。
そ
の
他
は
、

く
ら
し
安
全
課
が
所
管
し

て
い
る
。

　
　
　
県
条
例
内
で
、
施

　
　
工
者
は
地
域
住
民
と

適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
記
載
が
あ
る
が
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
。

問問

答答答答 問問問問

問問問問

答答答答 答答 問問問問

答答答答答答 問問問問問問

答答 問問

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
施
設
建
設
に
関
し

詳
細
な
事
前
説
明
等
に
よ

り
地
域
住
民
と
の
理
解
を

得
る
こ
と
。

　
　
　
施
工
業
者
が
施
工

　
　

を
進
め
る
な
か
で
、

地
元
住
民
と
の
理
解
が
得

ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
町

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
対

処
を
行
う
の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
鏡
野
町
で
は
施
工

業
者
か
ら
開
発
協
議
書
を

提
出
し
て
も
ら
う
。
そ
の

開
発
協
議
書
に
至
る
ま
で

施
工
業
者
か
ら
事
前
に
相

談
が
あ
る
。
そ
の
上
で
理

解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は

協
議
書
の
提
出
を
受
付
し

て
い
な
い
。

　
　
　
鏡
野
町
の
自
然
を

　
　
守
り
無
闇
な
開
発
抑

制
の
た
め
に
は
、
町
独
自

の
開
発
規
制
や
条
例
の
制

定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
県
と
も
協
議
を
し

て
近
隣
の
自
治
体
の
条
例

を
参
考
し
て
考
え
て
い
く
。 　

　
　
大
規
模
開
発
の
施

　
　
工
業
者
に
対
し
、
町

と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
管

理
・
監
督
・
行
政
指
導
を

し
て
い
る
の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
開
発
行
為
の
協
議

書
が
提
出
さ
れ
た
ら
事
前

に
現
場
確
認
を
行
う
。
工

事
途
中
の
監
視
管
理
は
行

わ
な
い
が
、
工
事
完
了
届

が
提
出
さ
れ
た
時
に
適
切

に
事
業
が
行
わ
れ
た
か
の

確
認
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
現
在
施
工
中
の
開

　
　
発
工
事
で
町
民
か
ら

業
者
に
対
し
改
善
や
施
工

の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
の

声
や
、
工
事
に
対
す
る
心

配
の
声
は
な
い
の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
問
の
内
容
の
声
は

伺
う
こ
と
は
あ
る
。
住
民

の
声
を
聞
い
て
現
地
確
認

等
は
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
適
切
な
指
導
を
行
っ
て

い
く
。

　
　
　
本
制
度
の
導
入
の

　
　
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
電
気
料
金
の
削
減

で
導
入
当
初
の
試
算
で
年

間
約
１
９
０
０
万
円
の
削

減
額
と
な
る
。

　
　
　
本
契
約
額
以
外
の

　
　
電
力
を
超
過
し
た
場

合
は
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　
入
札
で
は
使
用
電

量
を
決
め
て
い
る
入
札
で

は
な
い
。
過
去
１
年
間
の

電
力
使
用
量
を
集
計
し
、

こ
の
場
合
の
電
力
単
価
は

幾
ら
契
約
す
る
か
と
い
う

入
札
制
度
で
あ
る
。

　
　
　
本
入
札
制
度
は
21

　
　
施
設
が
対
象
と
な
る

が
根
拠
は
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　
経
費
の
削
減
効
果

が
高
い
高
圧
受
電
の
施
設

が
対
象
で
あ
る
。

　
　
　
21
施
設
以
外
に
つ

　
　
い
て
は
導
入
の
検
討

は
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　
膨
大
な
事
務
量
に

対
し
削
減
効
果
の
低
い
低

圧
の
契
約
と
な
っ
て
い
る

が
、
低
圧
施
設
も
導
入
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
時
期
は
未

定
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
29
年
10
月
よ
り
制
度
導
入

岡
山
県
下
で
も
最
初
の
部
類
で
あ
る

鏡
野
町
有
施
設
電
力
供
給

入
札
制
度
と
は

質問質問

答弁答弁



一
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一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

かがみの議会だより・第11号13

11

月

会

議

常
任
委
員
会　

視
察
・
研
修

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇議員や後援会が有料の挨拶広告を出すことは禁止されています。

答答 答答 答答問問 問問

▲雪囲い

答答答答
　
　
　
積
雪
の
多
い
地
域

　
　
ほ
ど
、
高
齢
者
の
一

人
暮
ら
し
は
孤
立
し
が
ち
。

地
域
を
離
れ
ず
健
康
を
維

持
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
冬
の
湯
治
場
」
を
、
制

度
化
で
き
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
過
去
に
各
地
域
の

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

高
齢
者
に
冬
期
間
だ
け
住

居
を
提
供
す
る
事
業
を
実

施
し
て
い
た
が
、
夜
間
、

休
日
の
管
理
が
困
難
に
な

り
、
加
え
て
、
利
用
者
の

利
便
性
に
合
っ
た
改
修
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
当
事
業

は
中
止
の
措
置
を
と
っ
て

お
り
、
現
実
的
に
以
前
の

よ
う
な
居
住
部
門
の
運
営

は
困
難
と
考
え
る
。

　
　
　
福
祉
施
設
を
活
用

　
　
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

各
町
有
施
設
と
、
そ
こ
に

沸
く
温
泉
を
活
用
し
て

「
湯
治
場
」
に
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。
制
度
的

な
問
題
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
町
有
観
光
施
設
を

利
用
す
る
こ
と
は
、
全
て

問問

答答 問問答答 問問

問問

問問問問問問

答答

答答答答

答答 問問 問問

指
定
管
理
者
に
管
理
を
委

ね
て
い
る
の
で
、
施
設
の

設
置
目
的
自
体
に
抵
触
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

十
分
な
検
討
が
必
要
だ
。

　
　
　
町
の
豊
富
な
温
泉

　
　
を
、
福
祉
に
活
用
し

て
欲
し
い
。
温
泉
に
は
治

癒
力
が
あ
り
、
健
康
寿
命

が
延
び
る
。
介
護
期
間
も

短
く
な
り
効
果
は
大
き
い
。

考
え
て
欲
し
い
。

　
　
町　
長

　
　
　
福
祉
に
温
泉
を
活

用
す
る
こ
と
は
利
用
負
担

も
大
変
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

今
の
時
点
で
は
難
し
い
。

　
　
　
福
祉
の
観
点
か
ら
、

　
　
対
象
者
に
「
冬
の
湯

治
場
制
度
」
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
欲

し
い
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
地
域
が
偏
ら
な
い

よ
う
に
、
民
生
委
員
さ
ん

の
協
力
を
得
な
が
ら
声
を

聞
い
て
み
た
い
。

　
　
　
各
家
庭
の
小
型
除

　
　
雪
機
購
入
の
一
部
を

助
成
す
る
事
業
の
創
設
を
。

　
　
町　
長

　
　
　

合
併
当
初
に
は
、

地
区
か
ら
の
申
請
が
あ
れ

ば
、
除
雪
機
購
入
の
補
助

制
度
を
設
け
て
い
た
が
、

現
在
は
終
了
し
て
い
る
。

対
象
地
域
が
限
定
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
現
段
階
で

は
町
と
し
て
創
設
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

　
　
　

地
区
で
は
な
く
、

　
　
各
家
庭
の
負
担
を
も

っ
と
考
え
て
欲
し
い
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
町
と
し
て
補
助
制

度
は
難
し
い
。
希
望
基
金

で
考
え
る
方
が
ふ
さ
わ
し

い
だ
ろ
う
。

　
　
　
冬
の
生
活
を
お
び

　
　
や
か
す
雪
問
題
の
も

う
一
つ
に
「
雪
囲
い
」
作

業
が
あ
る
。
経
費
の
一
部

負
担
は
で
き
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
こ
れ
に
つ
い
て
も
、

対
象
地
域
が
限
定
さ
れ
る

の
で
希
望
基
金
で
の
検
討

が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。

　
　
　
現
に
、
住
宅
リ
フ

　
　
ォ
ー
ム
補
助
事
業
が

あ
る
が
、項
目
に
雪
囲
い
を

加
え
る
こ
と
は
不
可
能
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
雪
囲
い
は
季
節
的

な
も
の
で
あ
り
仮
設
で
あ

る
と
理
解
し
て
い
る
。
ま

た
、
所
管
も
違
い
現
状
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
対

象
外
と
に
な
る
。

　
　
　
仮
設
か
仮
設
で
な

　
　

い
か
を
言
う
よ
り
、

雪
囲
い
そ
の
も
の
を
理
解

し
て
欲
し
い
。

　
　
町　
長

　
　
　
大
き
な
労
力
を
必

要
と
さ
れ
る
雪
囲
い
は
理

解
し
て
い
る
。
特
定
さ
れ

た
地
域
の
風
物
詩
、観
光
の

一
助
と
し
た
観
点
か
ら
、
目

を
向
け
て
も
い
い
の
か
と

思
う
。
各
課
と
調
整
し

た
い
。

　
　
　
冬
季
生
活
支
援
の

　
　
３
つ
目
に
、
非
課
税

世
帯
、
生
活
困
窮
者
を
対

象
に
灯
油
購
入
費
の
助
成

は
で
き
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
近
年
オ
ー
ル
電
化

世
帯
も
増
え
て
い
る
。
平

等
性
に
欠
け
る
。
こ
れ
も
、

難
し
い
。

　
　
　
町
民
全
体
と
し
て

　
　
捉
え
て
い
た
だ
き
近

隣
の
県
で
は
実
施
さ
れ
て

い
る
。
財
源
に
つ
い
て
は

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

て
は
い
か
が
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
す
る
と
す
れ
ば
そ

の
財
源
の
一
つ
は
そ
う
な

ろ
う
か
と
思
う
。

対
象
地
域
が
限
定
さ
れ
る
の
で

平
等
性
が
欠
け
創
設
は
難
し
い

冬
季
生
活
を
支
援
す
る
事
業
の
創
設
を

質問質問

答弁答弁

片田 八重美［かたた やえみ］議員

町有施設の全てを指定管理者に委ねており、
十分な検討が必要だ

高齢者を対象にした冬の湯治場を
設置できないか

質問質問

答弁答弁
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月

会

議

常
任
委
員
会　

視
察
・
研
修

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

一
般
質
問

一
般
質
問

一
括
方
式

答答
　
　
　
空
き
家
対
策
に
つ

　
　

い
て
、
町
と
し
て
、

賃
貸
に
出
し
や
す
い
よ
う

な
補
助
な
ど
の
今
後
の
方

針
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
空
き
家
登
録
さ
れ

た
物
件
の
う
ち
、
町
に
な

ら
貸
し
て
も
い
い
と
い
う

意
向
の
あ
る
所
有
者
の
物

件
に
つ
い
て
は
、
町
が
借

り
受
け
、
修
繕
し
、
移
住

希
望
者
に
賃
貸
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
特
定
空
き
家
に
認

　
　
定
さ
れ
た
場
合
、
所

有
者
の
不
利
益
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
る
。
適
正
な

空
き
家
管
理
の
方
法
な
ど
、

定
期
的
に
広
報
な
ど
で
周

知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

特
定
空
き
家
に
な
る
前
に

売
り
出
し
や
賃
貸
に
出
さ

れ
る
な
ど
に
つ
な
が
る
。

今
後
の
周
知
の
徹
底
に
つ

い
て
の
方
針
は
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
今
の
と
こ
ろ
は
固

定
資
産
税
の
納
付
書
を
送

る
と
き
に
チ
ラ
シ
を
同
封
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る

こ
と
は
し
て
い
る
が
、
今

後
は
町
の
広
報
誌
等
に
も

掲
載
し
て
、
広
く
周
知
を

し
て
い
き
た
い
と
検
討
し

て
い
る
。

問問問問

答答

答答

答答答答 問問

問問

答答答答 問問問問
　
　
　
高
校
生
通
学
補
助

　
　
制
度
で
距
離
制
限
が

あ
り
、
距
離
が
短
い
と
い

う
こ
と
で
制
度
が
使
え
な

い
と
い
っ
た
不
満
の
声
が

あ
る
が
、
距
離
以
外
で
区

切
る
方
法
の
導
入
予
定
は

あ
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
定
期
券
購
入
等
の

実
費
に
対
す
る
助
成
。
距

離
に
関
係
な
く
助
成
す
る

な
ど
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　
高
校
生
の
登
下
校

　
　
に
合
わ
せ
た
バ
ス
を

運
行
す
る
な
ど
、
新
た
な

取
り
組
み
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
公
共
交
通
に
つ
い

て
は
、
よ
り
多
く
の
利
用

者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

公
共
交
通
に
係
る
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
充
実

さ
せ
る
な
ど
、
利
用
者
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

鏡
野
町
地
域
公
共
交
通
計

画
に
基
づ
き
、
ダ
イ
ヤ
の
見

直
し
等
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
４
月
か
ら
高
校
に

　
　
通
う
中
学
生
の
生
徒
、

保
護
者
向
け
に
早
急
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
、
ニ

ー
ズ
の
把
握
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
高
校
生
は
、

バ
ス
の
乗
車
時
間
が
長
い

こ
と
も
利
用
し
な
い
理
由

に
な
っ
て
い
る
。
自
家
用

有
償
旅
客
運
送
化
、
ダ
イ

ヤ
の
見
直
し
は
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
に
つ
い
て
は
、
津
山

市
等
、
関
係
機
関
と
の
調

整
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
、
近
隣
市
町
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
慎
重

に
検
討
を
し
た
い
。

　
ま
た
、
ダ
イ
ヤ
の
見
直

し
は
、
利
用
者
の
皆
様
の

意
見
を
伺
い
、
順
次
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
高
齢
者
の
タ
ク
シ  

　
　

ー
補
助
が
始
ま
り
、

次
の
弱
者
は
高
校
生
な
ど
、

免
許
が
取
れ
な
い
世
代
。

公
共
交
通
機
関
と
し
て
、

高
校
生
が
、
使
い
や
す
い

よ
う
に
、
新
し
い
取
り
組

み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
町　
長

　
　
　
高
校
生
の
通
学
の

利
便
性
を
高
め
て
い
き
た

い
。
様
々
な
方
向
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
と
の
協
議
や
調
整
、
ま

た
公
共
交
通
会
議
に
諮
る

必
要
も
あ
る
の
で
、
４
月

の
改
編
に
つ
い
て
は
少
し

難
し
い
と
は
考
え
て
い
る

が
、
早
急

に
検
討
を

し
て
ま
い

り
た
い
。

鏡
野
町
地
域
公
共
交
通
計
画
に

基
づ
き
、
見
直
し
等
を
実
施

高
校
生
の
登
下
校
バ
ス
運
行
に

つ
い
て
新
た
な
取
り
組
み
は

質問質問

答弁答弁

鈴木 大介［すずき だいすけ］ 議員

町が借り受けるなど検討

空き家対策の今後の方針は質問質問

答弁答弁



かがみの議会だより・第11号15

11

月

会

議

常
任
委
員
会　

視
察
・
研
修

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

一
括
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

岡田 高幸［おかだ たかゆき］ 議員

利用者に各種観光クーポン券をセットにして配布
地域資源の商品化と観光消費額の拡大に取り組む

高清水トレイルの有効活用質問質問

答弁答弁

答答
　
　
　
高
清
水
ト
レ
イ
ル

　
　
の
利
用
者
が
町
内
に

利
益
を
も
た
ら
す
仕
組
み

は
。

　
　
町　
長

　
　
　
県
最
北
端
の
施
設

で
あ
り
、
道
中
で
他
の
町

内
施
設
の
利
用
は
多
く
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
90
％

の
方
が
「
他
の
町
内
観
光

施
設
を
利
用
」
と
回
答
、

既
に
一
定
の
消
費
、
経
済

効
果
は
あ
る
と
推
測
す
る

が
、
案
内
人
付
き
の
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
と
観
光
ク
ー
ポ

ン
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
観

光
消
費
の
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
は
、
民

間
主
催
の
町
内
ツ
ア
ー
や
、

「
か
が
み
の
里
山
健
康
ク

ラ
ブ
」
会
員
制
度
を
活
用

し
た
新
た
な
取
り
組
み
、

自
然
の
資
源
か
ら
消
費
を

生
む
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。 問問

答答

問問

問問答答 問問

答答答答 問問問問

答答答答答答 問問問問問問

答答

　
　
　
実
際
の
利
用
人
数

　
　
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
令
和
３
年
度
の
鏡

野
町
観
光
動
態
調
査
の
数

値
か
ら
、
推
計
で
令
和
２

年
度
は
４
万
人
弱
、
令
和

３
年
度
は
４
万
人
強
と
な

り
、
大
変
大
き
な
集
客
施

設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
　
　
遊
歩
道
の
修
繕
工

　
　
事
費
用
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
費
用
を
今
後

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
環
境
に
優
し
い
施

工
と
し
て
必
要
最
小
限
の

予
算
計
上
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運

航
費
用
は
、
利
用
者
応
分

負
担
を
原
則
に
、
事
業
自

体
の
存
続
も
含
め
検
討
す
る
。 　

　
　
高
梁
市
を
参
考
に
、

　
　
大
手
外
部
企
業
と
の

コ
ラ
ボ
に
よ
り
、
利
便
性

と
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ

な
い
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長

　
　
　
高
梁
市
は
ツ
タ
ヤ

図
書
館
と
し
て
、
指
定
管

理
を
受
け
て
い
る
。
鏡
野

町
も
業
者
選
定
の
条
件
と

し
て
、
第
一
に
図
書
館
運

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
業

者
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
開
館
時
間
の
延
長

　
　
は
で
き
な
い
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
近
隣
市
町
村
の
動

向
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
検
討
す
る
が
、
現
在

既
に
夏
季
30
分
の
時
間
延

長
は
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
祝
日
の
開
館
は
で

　
　
き
な
い
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長

　
　
　

職
員
の
配
置
等
、

検
討
は
す
る
が
現
時
点
で

は
難
し
い
。

　
　
　
利
便
性
と
サ
ー
ビ

　
　
ス
の
向
上
は
、
子
供

の
学
力
・
移
住
定
住
の
取
り

組
み
に
も
影
響
し
な
い
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
直
接
的
な
相
関
関

係
は
分
か
ら
な
い
が
、
あ

る
程
度
の
効
果
が
あ
る
こ

と
は
推
測
で
き
る
。

　
　
　
パ
ソ
コ
ン
教
室
ス

　
　
ペ
ー
ス
の
利
用
が
少

な
く
思
え
る
の
で
、
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
飲
食
が

で
き
る
よ
う
な
こ
と
を
考

え
な
い
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長

　
　
　
現
在
飲
み
物
は
蓋

付
き
に
限
り
許
可
さ
れ
て

い
る
が
、
食
事
と
な
る
と

難
し
い
。
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
利
用
状
況
を
上
げ
る
こ

と
を
考
え
る
と
同
時
に
、

他
の
利
用
法
も
検
討
す
る
。

令
和
４
年
度
以
降
、
指
定
管
理
制
度
か

管
理
委
託
を
検
討
す
る

質問質問

答弁答弁 ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
館
が
指
定
管
理
で

な
い
の
は
何
故
か

▲ペスタロッチ館

　
　
　
遊
歩
道
中
央
付
近

　
　
の
ト
イ
レ
の
設
置
に

つ
い
て
。

　
　
町　
長

　
　
　
鳥
取
県
三
朝
町
と

の
共
同
事
業
で
あ
り
、
水

や
電
気
の
問
題
、
整
備
費

用
、
維
持
管
理
費
も
含
め

て
、
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。
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委
員
長
　 

鈴
木
　
大
介

副
委
員
長
　 

藤
田
　
照
子

委
　
　
員
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

牧
田
　
俊
一

　
　
　
　
　 

飯
綱
　
洋
平

　
　
　
　
　 

難
波
　
達
男

　
　
　
　
　 

岡
田
　
高
幸

【
広
報
特
別
委
員
会
】

シリーズ11 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　町議会における審議の公正を期するために、審議される事件と一定の利害関係
を有する議員は当該事件の審議に参加することができないことをいいます。また、
議員と一定の親族に関する事件についても除斥の対象となります。例えば、議員の
配偶者や兄弟などが経営する法人との契約議案が該当します。　 （藤田　照子）

節
分

だ
な
あ
ー

鬼
は
外

福
は
内

へ
え
ー

豆
す
き

　

な
ん
だ

ポ
リ

　

ポ
リ

へ
え
ーー
っ

そ
ん
な
に
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議案の提案理由説明
主な内容と　　き

３月３日㈭ 10:00～
※その他の日程は未定のため、３月以降にお問合せください。

令和３年２月より本会議・常任委員会・全員協議会のライブ
配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【問合せ】議会事務局  0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

次回の発行は令和４年５月１日の予定です。
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応募先　〒７０８-０３９２　鏡野町竹田６６０ 鏡野町議会事務局
　　　　電　話　0868-５４-２９２６　ＦＡＸ　0868-５４-４４４５

鏡野町議会ライブ
配信チャンネル

声

広広 場場
の

このコーナーは、皆様からお寄せ
いただいた質問、ご意見、様々な
「声」を紹介しています。

このコーナーは、皆様からお寄せ
いただいた質問、ご意見、様々な
「声」を紹介しています。

声 年男さんから
匿名

　振興センターの日直をやめるという話を聞きました。各センターにおいて休
みの日に何も連絡がないのは、平和な日が続いているということでよいことだ
と思いますが、緊急な事案が発生した場合にはセンターの役目は絶対に必要で
あると思います。ですからセンターの日直は今までの通りにお願いします。

声 寅男さんから
匿名

　鏡野町タクシー利用助成事業ができたと聞
き、早速手続きに行きました。ところが、農
耕車の免許を持っている人は対象外と言われ
ました。これまで、農耕車で遠くの病院まで
行ったことはありません。もう少し、優しい
対応にしてもらえませんか。

声 ツネ子さんから
匿名

　高齢者の一人暮らしですが、家までが坂道
で冬は滑りやすく毎年困っています。ニガリ
などいただくことはできませんか。

12

月

会

議

11

月

会

議

常
任
委
員
会　

視
察
・
研
修

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告


